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中国はこれまで右肩上がりに経済成長を続けていたた

め、物価が高くてもモノがどんどん売れる時代が続いてい

た。しかし最近の中国では、長年日本が陥っていたデフレ

を連想させるような消費スタイルが流行しつつあると感じ

ることがある。 

その典型的な例として、昨年から流行している「特殊兵

式旅行」と呼ばれる旅行形態が挙げられる。「特殊兵式旅

行」とは、特に若者の間で流行している個人旅行のスタイ

ルであるが、いかに安くかつ効率的に観光名所を回りその

土地の名物を食べて回るかという、いわば特殊な任務を課

せられた兵士のように旅行するスタイルのことをいう。基

本的には一日で宿泊や休憩をせずに回るプランが多いよう

であるが、いくつかの観光都市を回るプランもあるようで

ある。その場合、夜行列車や夜行バスに乗ってホテル代を

節約したり、できるだけ短い時間で多くの都市や観光名所

を回ったりと工夫を凝らしている。以前はせっかく旅行に

行くのだからと、普段より高い金額を支払ってでも、旅行

先の食事やホテルでの非日常を楽しむといったスタイルが

好まれていたことに比べると、このような「特殊兵式旅

行」が流行することは大変興味深い。私が大学生の頃にあ

ったいわゆるバックパック旅行は、いかに安く、長い時間

をかけて旅行できるかというスタイルであったが、「特殊

兵式旅行」はいわゆるタイムパフォーマンスも意識してい

る点がいかにも現代らしい特徴だと思われる。

次にいわゆる均一価格の理容店の流行が挙げられる。カ

ットだけであればおよそ20元（約400円）と非常に安い金額

に設定されており、クーポンを使えば14元（約280円）でも

可能である。これまでもこのような理容店は存在していた

が、都市部では高い美容院のようなところが好まれる傾向

にあった。それが最近になって、このような安価な均一価

格の理容店の店舗が増加しており、消費者に支持されるよ

うになりつつあるのだろうと思われる。 

また上海ではコーヒーが大流行しており、カフェの数が

世界一だというデータもある。このカフェのコーヒーの価

格設定についても、米国系の緑色の某有名カフェは日本以

上に高い金額に設定している（感覚的には円安もあって1.5

倍程度である）。弊所の上海事務所の1階にもあり、以前は

中国の人たちが緑色の看板の前に行列を作っていたが、最

近は比較的安いチェーン店のカフェも増えてきており、行

列を見ることが少なくなった気がする。これもデフレの兆

候の一つであろうと感じている。 

これらの消費スタイルは最近になって始まったというわ

けではないかもしれないが、最近特に流行しつつあるとい

う情況からすると、これまでのように、たくさん稼いでど

んどん使うといった消費スタイルから、財布のひもが固く

なり、自分の身の丈に合わせて楽しむ消費スタイルに変わ

りつつあるのではないかと感じている。 

以上 
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